
　

ふ
る
さ
と
支
援
員
は
、
自
治
会
・
町
内

会
や
町
内
活
動
団
体
が
集
ま
る
大
槌
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た
地

域
課
題
な
ど
を
も
と
に
、
地
域
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
住
民
が
取
り
組
み
た
い
と

考
え
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
で
あ

る
支
援
員
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の
声
を
聞

く
と
い
う
面
で
、
生
活
支
援
な
ど
で
築
い

て
き
た
住
民
と
の
信
頼
関
係
が
強
み
で
あ

る
と
言
い
ま
す
。
地
域
を
訪
ね
、
住
民
と

話
す
中
で
見
え
て
き
た
の
は
、
地
域
活
動

の
担
い
手
の
育
成
や
、
世
代
間
の
交
流
な

ど
の
課
題
で
し
た
。

　

支
援
員
の
五
十
嵐
さ
ん
は
、
自
ら
の
役

割
に
つ
い
て
「
地
域
で
活
動
す
る
人
や
団

体
な
ど
を
つ
な
ぐ
『
ハ
ブ
（
中
継
装
置
な

ど
の
意
味
）』
の
よ
う
な
存
在
。
住
民
の
皆

さ
ん
が
踏
み
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

小
鎚
川
流
域
地
区
担
当
の
中
井
さ
ん
と

と
も
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、臼
沢・花
輪
田・

桜
木
町
の
３
つ
の
自
治
会
が
合
同
で
行
う

「
三
地
区
合
同
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」で
し
た
。

　

以
前
行
っ
て
い
た
、
３
つ
の
地
区
を
ま

た
い
で
住
民
が
歩
く
イ
ベ
ン
ト
。
再
開
さ

せ
た
い
と
い
う
地
域
の
声
に
対
し
、
各
地

区
と
の
調
整
や
企
画
、
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
、

自
治
会
と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

開
催
日
の
10
月
24
日
に
は
、
合
計
で
64

名
が
参
加
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
、
隣
り
合
う
地
区

を
歩
き
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

中
井
さ
ん
は
「
た
だ
再
開
し
た
だ
け
で

な
く
、
活
動
を
周
知
し
盛
り
上
げ
る
た
め

に
の
ぼ
り
を
作
る
な
ど
地
域
の
人
が
一
生

懸
命
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。
私
た
ち

も
単
な
る
支
援
者
で
は
な
く
、
一
緒
に
な

っ
て
や
る
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
だ
」

と
今
回
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
活

動
を
通
し
て
、
自
治
会
と
の
信
頼
関
係
が

築
け
た
と
感
じ
、
三
地
区
で
の
取
り
組
み

が
今
後
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

町
が
協
働
地
域
づ
く
り
に
掲
げ
る
「
お

も
っ
せ
ぇ
」
大
槌
。
支
援
員
の
皆
さ
ん
は
、

こ
の
意
味
を
「
ま
た
や
り
た
い
と
思
う
、

ず
っ
と
続
け
た
い
と
思
う
こ
と
」
だ
と
と

ら
え
ま
す
。
祭
り
や
郷
土
芸
能
の
よ
う
に
、

ず
っ
と
続
け
た
い
も
の
、
今
回
の
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
の
よ
う
に
、
多
世
代
が
参
加
し
、

ま
た
や
り
た
い
と
声
が
上
が
る
よ
う
な
活

動
が
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
地
域
、
世
代
、
そ
し
て
人

を
つ
な
ぐ
た
め
、「
ふ
る
さ
と
支
援
員
」
は

今
日
も
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

臼沢自治会

阿
あ べ
部 義

よ し は る
晴 会長

地域や団体の中継役を担いたいと
話す五十嵐さん

 

 
 

３地区合同で行われたウォークラリー。のぼりを掲げ、子ども
からお年寄りまで一緒に３つの地区を回って歩いた

困
り
ご
と
相
談
を
受
け
る
信
頼
関
係

支
援
員
と
し
て
見
え
た
地
域
課
題

特集　地域を 世代を 人をつなぐ

地域課題

おもっせぇ

　
安
渡
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
遊
び
道
具「
闘
球
盤
」を
使
い
、

多
世
代
が
交
流
。
子
ど
も
た
ち

の
飲
み
込
み
の
早
さ
に
大
人
が

感
心
す
る
場
面
も
。
安
渡
地
区

以
外
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
今

で
は
赤
浜
地
区
、
吉
里
吉
里
地

区
で
も
闘
球
盤
が
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　臼沢地区は、東日本大震災後に移

り住んできた世帯が多く、隣りの人

が分からないことや、高齢化が課題

となっていて、コミュニティ活動に

力を入れて取り組んでいます。夏休

みにはラジオ体操なども企画し、子

どもや親世代の参加が見られまし

た。自治会では、「地区の後継ぎ」

をつくりたいと頑張っています。

　今回のウォークラリーは、もう一

度やりたいと言う住民の声を支援員

の協力で実現できました。花輪田、

桜木町地区との交流は良い点を真似

し、課題解決のヒントを探るうえで

非常に貴重な機会です。３つの地区

のつなぎ役として走り回ってくれた

支援員には感謝しています。これか

らも一緒に地域を盛り立てていいっ

て欲しいと思っています。

 

 

主催：臼
沢自治会

・花輪田
自治会・

桜木町自
治会 

 

ウォーキン
グが健康長

寿をもたら
し新たな出

会いを演出
する 

 

参加者大
募集 

申し込み
不要 

【コース
は裏面の

とおり】 
 

臼沢～花
輪田～桜

木町 

一周…約
5.4Km 

★持ち物
：各自動

きやすい
服装・靴

など・タ
オル・飲

み物 

（リュッ
クやバッ

クなどで
ご参加く

ださい。
） 

★保険に
ついて：

各自治会
でボラン

ティア行
事用保険

に加入し
ます。 

★感染予
防につい

て 

・当日の
体調に留

意して、
発熱や咳

などの症
状がない

か確認し
ましょう

。 

・ウォー
キング中

は、他の
参加者と

適度な距
離を心が

けましょ
う。 

・当日、
マスクの

着用、参
加者名簿

の記入や
検温にご

協力下さ
い。 

※天候に
ついて…

当日は、
少雨・荒

天中止と
なります

。 

スタート
地点 

出発  到着
・解散 

①三枚堂
地区 

（三枚堂
第 3町営集

会所） 
8時 50分 ～ 10時 10分 

②臼沢地
区 

（臼沢寺
野ふれあ

い集会所
） 

9時 10分 ～ 10時 30分 

③花輪田
地区 

（花輪田
地区集会

所） 

9時 30分 ～ 10時 50分 

④桜木町
地区 

（桜木町
保健福祉

会館） 
9時 50分 ～ 11時 10分 

 

令和 3年 

10月 24日（
日） 

3地区を
巡り、 

3地区の
良い所を

 

再発見し
よう！！

 

 

人
や
団
体
を
つ
な
ぐ
「
ハ
ブ
」
役
に

三
地
区
合
同
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

「
お
も
っ
せ
ぇ
」
に
込
め
る
も
の

３地区のつなぎ役
住民交流の助けに

＜安渡地区＞ 闘球盤体験会

「おもっせぇ」とはまたやりた
いと思うことだと話す中井さん

地区を超えた闘球盤の普
及を喜ぶ上野さん

　
ご
近
所
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
づ
く
り
と
す
る
た
め

開
催
さ
れ
た
顔
合
わ
せ
会
。
民

生
委
員
な
ど
と
連
携
し
、
チ
ラ

シ
で
の
呼
び
か
け
や
地
域
住
民

に
よ
る
話
し
合
い
の
進
行
役
を

ふ
る
さ
と
支
援
員
が
サ
ポ
ー
ト
。

＜大町地区＞ 顔合わせ会

「『おもっせぇ』地区活動
はこれから」と野﨑さん
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